
南巨摩郡身延町下田原

（３）中・長期計画等の位置付け

　②整備目標・効果

　①課題・背景

（４）事業位置等図

　□主要目標　

事業箇所

（１）事業概要

事業主体地区名 （一）割子切石線（（仮称）中富IC）

○生活圏中心都市・拠点機能へのアクセス向上

　□副次目標　

○重要プロジェクトとしての位置づけ 　　　　　   　　　　　　　　

中部横断自動車道は、平成29年度の全線開通を目指して国土交通省並びに中
日本高速道路(株)により整備が進められており、企業立地をはじめとした地域
経済の活性化、雇用創出の促進、観光振興及び緊急時の避難等に寄与するな
どの効果が期待されている。一般県道割子切石線に接続する（仮称）中富イ
ンターチェンジは、身延町役場や旧中富町の拠点に近く、国道52号とのアク
セスも良好なため、地元からも早期の整備が求められていることから、イン
ターチェンジと国道・県道を結ぶアクセス道路についても、優先的に整備を
進める必要がある。

平成２５年度　公共事業事前評価調書

１．事業説明シート   （区分） 国補 ・ 県単

事業名 　道路事業［緊急道路整備改築事業（国補）］ 山　梨　県

山梨のみちづくりビジョン（H21.3）
山梨県社会資本整備重点計画－第二次－（H20～26）

○災害に強い道路の確保

□副次効果

調査に関する事前評価済（Ｈ２４）

道路改良

Ｌ＝２２００ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

N

道路改良  L=2,２０0m、W=5.5(7.0)m  　インターチェンジ　１箇所

5０百万円

○重要プロジェクトとしての位置づけ 　　　　　   　　　　　　　　

　①整備内容

　②整備期間 平成２5年度～２９年度

　（中部横断自動車道の整備促進）　　　　　　　　　　　　　　　　

 □副次効果

　③目標達成の方法

（２）整備内容と整備量

 ○地域活性化インターチェンジの新規整備

 ○国道５２号及び県道割子切石線からインターチェンジにアクセスする道路の整備

　③総事業費

５００百万円

（年度別整備内容） （事業費）

平成2６年度 用地買収・道路改良工事

平成25年度

約６,０００百万円(国費3,900百万円(6.5/10)県費2,100百万円(3.5/10))

詳細設計・用地測量・用地買収

　④全体計画

平成2７年度

　⑤既整備内容・期間・事業費

平成2８年度 橋梁工事・道路改良工事 ２,０００百万円

平成2９年度 道路改良工事 １,４５０百万円

用地買収・橋梁工事・道路改良工事 ２,０００百万円

調査に関する事前評価済（Ｈ２４）

道路改良

Ｌ＝２２００ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

N

（仮称）中富ＩＣ

凡例

今回事業評価箇所

なし



<妥当・妥当でない>

地形、地質条件等から、自然への影響が最小限で経済的かつ短期間で整備効
果が現れる最適ルートを計画する。

　
　　なし

地形が急峻なことから、大規模な自然環境の改変がないよう、ルート・構造
などを計画する

（６）環境負荷への配慮

（３）経済効率性

２．評価シート

<妥当・妥当でない>

(理由)

(状況)

(理由)

県道の改築であり、道路法第１５条の規定により県が行う。

(理由)

本路線は、身延町の地域拠点から中部横断自動車道へのアクセス機能を担う
ことから極めて公共性が高い。

<妥当・妥当でない>（５）整備手法の有効性

(理由)

□他の整備手法の有無 <有・無>

　費用(Ｃ)＝　52億円　（内訳）・改築費５１億円　・維持修繕費1億円

　便益(Bo+∑Bi)＝７７億円　

　（内訳）・走行時間短縮便益　50億円　・走行経費減少便益　6.7億円　

　　　　　・交通事故減少便益　1.７億円　・追加便益　　　　 19億円

　　費用便益費（(Bo+∑Bi)/C）＝　１．５＞１．０　

（１）公共関与の妥当性（行政が行うべき事業か） <妥当・妥当でない>

（２）事業執行主体の妥当性（県が行うべきか） <妥当・妥当でない>

(理由)

（７）事業計画の熟度 <妥当・妥当でない>

(状況)
整備区間は、現道と接続するために必要な最小区間であり幅員等は、道路構
造令及び山梨県県道の構造基準等を定める条例に準拠し、車線数は、計画交
通量（３,４００台／日）より２車線の整備とする。

などを計画する。

中部横断自動車道沿線の身延町から早期整備の要望を受けている。

7項目全て妥当と評価されていることから、実施が妥当と判断する。

□必要整備量の根拠

なし

《総　合　評　価》

(理由)

(理由)

□同等施設等(計画を含む)の有無

<妥当・妥当でない>

(理由)

（４）事業実施・規模の妥当性 <妥当・妥当でない>

(状況)

　　費用便益費は、国の採択基準１．０を超えている　

<有・無>

他に同等の機能を有する道路はなく、路線線形的にも最も効果的な事業規模
である。

　　費用便益費（(Bo ∑Bi)/C） 　１．５＞１．０



３．添付資料シート（１）
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Ｌ＝２２００ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

N

②
③

④

至 遅沢

至 市川三郷町

（一）割子切石線

至 割子

計画断面図

750750
7000

2750 2750

道路改良

Ｌ＝２２００ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

N

（仮称）中富ＩＣ
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（仮称）中富ＩＣ
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　添付資料シート（２）

①国道５２号からインターチェンジアクセス箇所
③県道割子切石線

計画道路

中部横断

中部横断

計画道路

①国道５２号からインターチェンジアクセス箇所

②インターチェンジ計画箇所

③県道割子切石線

ＩＣランプ

中部横断

④県道割子切石線からインターチェンジアクセス箇所

計画道路

中部横断

中部横断

計画道路

計画道路
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